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米
で
深
刻
化
す
る
左
右
の
分
断

格
差
拡
大
、自
人
減
少
め
ぐ
り
溝

米
国
で
今
年
＝
月
の
大
統
領
選
に
向
け
た
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
本
格
化
し
て
い
る
。
目
下
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
民

主
党
の
候
補
が
誰
に
な
る
か
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
リ
ベ
ラ
ル
派
と
保
守
派
の
左
右
の
政
治
的
な
分
断
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
政
治
的
な
分
断
が
深
刻
化
す
る
背
景
に
は
①
所
得
格
差
の
拡
大
②
白
人
人
口
比
率
の
減
少
―
と
い
う
二
つ
の
要
因
が

働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
先
進
国
内
の
格
差
拡
大

米
国
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
派
と
保
守
派

の
左
右
の
政
治
的
な
分
断
の
深
刻
化
は
、

筆
者
が
知
る
限
り
、
２
０
０
０
年
代
前
半

ご
ろ
か
ら
頻
繁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

だ
。
最
近
の
調
査
と
し
て
例
え
ば
、
米
国

ピ
ュ
ー

・
リ
サ
ー
チ

・
セ
ン
タ
ー
の
調
査

に
よ
る
と
、
民
主
党
支
持
者
の
４４
％
、
共

和
党
支
持
者
の
４５
％
が
そ
れ
ぞ
れ
相
手
の

政
党
に

「と
て
も
好
ま
し
く
な
い
」
感
情

を
持
つ
と
答
え
て
お
り
、
そ
の
反
感
の
度

合
い
は
と
も
に
１
９
９
４
年
の
２
倍
以
上

に
上
昇
し
た
と
い
う

（末
尾
引
用
文
献
参

照
）
。
民
主
主
義
的
な
政
治
過
程
で
は
、
意
見

や
利
害
の
違
い
を
前
提
に
何
ら
か
の
妥
協

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
点

で
、
こ
う
し
た
政
治
的
分
断
の
深
刻
化
は

最
終
的
に
は
民
主
主
義
的
な
政
治
過
程
自

体
を
困
難
化
さ
せ
る
懸
念
が
あ
る
。
な
ぜ

政
治
的
分
断
が
深
刻
化
し
て
い
る
の
か
読

み
解
い
て
み
よ
う
。

左
右
の
政
治
的
分
断
が
深
刻
化
し
て
い

る
背
景
に
は
、
１
９
８
０
年
代
ご
ろ
か
ら

顕
著
に
な
っ
た
所
得

・
資
産
格
差
拡
大
が

考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
今
回
と
前
回
の

大
統
領
選
で
の
民
主
党
候
補
と
し
て
党
内

最
左
派
の
バ
ー
ニ
ー
・サ
ン
ダ
ー
ス
氏
（上

院
議
員
）
の
台
頭
は
、
米
国
の
富
裕
層

一

極
集
中
と
も
い
わ
れ
る
経
済
的
な
格
差
拡

大
の
中
で
不
満
を
募
ら
せ
る
若
手

。
中
低

所
得
層
の
強
い
支
持
を
基
盤
に
し
て
い
る

と
い
＞つ
。

も
つ
と
も
、
１
％
対
９９
％
の
経
済
格
差

の
拡
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
左
右
対

立
と
い
う
よ
り
は
富
裕
層
対
非
富
裕
層
多

数
派
の
政
治
対
立
と
な
り
、
経
済
格
差
を

是
正
す
る
諸
政
策
を
掲
げ
る
リ
ベ
ラ
ル
派

龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授

竹
中
正
治

た
け
な
か
。
ま
さ
は
る
　
７９
年
東
大

経
卒
、
東
京
三
菱
銀
行

（
現
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）為
替
資
金
部
次
長
、
調

査
部
次
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
員
事

務
所
長
な
ど
を
経
て
、
０７
年
１
月
国

際
通
貨
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
。
０９
年
４
月
か
ら
現
職
。
１２
年
京
都

大
学
博
士
（経
済
学
）
。最
新
著
作
「稼

ぐ
経
済
学
～
『黄
金
の
波
』
に
乗
る
知

の
技
法
災
光
文
社
）。

（民
主
党
）
に
と
っ
て
順
風
に
な
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
で
は
な
く
、

国
政
を
２
分
す
る
リ
ベ
ラ
ル
対
保
守
の
分

断
が
先
鋭
化
し
て
い
る
点
が
米
国
の
特
徴

だ
。
こ
の
点
を
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
前
段
と
し
て
、
経
済
格
差
を
生

み
出
し
て
い
る
二
つ
の
経
済

・
技
術
的
要

因
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

そ
の
第
１
は
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
に

は
経
済
学
者
の
ブ
ラ
ン
コ
・
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ

チ
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る

「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト

カ
ー
ブ
」
が
有
名
で
あ
る

（図
表
参
照
）。

横
軸
を
世
界
の
所
得
分
位
、
縦
軸
を
所
得

増
加
率

（期
間
１
９
８
８
～

２
０
０
８

年
）
と
す
る
と
、
図
中
の
Ａ
の
部
分
は
中
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国
や
イ
ン
ド
な
ど
新
興
国
の
所
得
中
上
位

層
が
多
く
占
め
、
Ｂ
の
部
分
は
先
進
国
の

中
下
位
層
、
そ
し
て
右
端
の
ト
ッ
プ
ー
％

は
先
進
国
の
富
裕
層
が
主
要
に
分
布
す
る
。

所
得
の
増
加
率
は
新
興
国
の
Ａ
の
部
分
と

先
進
国
の
富
裕
層
Ｃ
の
部
分
が
突
出
し
て

い
る
。
そ
の

一
方
、
主
に
先
進
国
の
中
下
位
層

の
Ｂ
は
増
加
率
が
ゼ
ロ
近
傍
で
停
滞
し
て

い
る
。
Ｂ
と
Ｃ
の
部
分
に
焦
点
を
当
て
れ

ば
先
進
国
内
の
所
得
格
差
の
拡
大
で
あ
り
、

Ａ
と
Ｂ
の
部
分
に
焦
点
を
当
て
る
と
新
興

国
経
済
の
台
頭
と
追
わ
れ
る
既
存
先
進
国

０

　

　

０

　

　

　

０

所
得
増
加
率

（％
）

経
済
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
。

筆
者
自
身
の
見
解
も
交
え
な
が
ら
説
明
し

よ
う
。
ソ
連
の
崩
壊
に
よ
る
米
ソ
冷
戦
の
終
焉

後
、
旧
社
会
主
義
圏
を
巻
き
込
ん
だ
市
場

経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
み
、

製
造
業
の
分
野
で
途
上
国
、
新
興
国

へ
の

日
米
欧
の
企
業
進
出
が
急
速
に
進
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
既
存
先
進
国
の
労
働
者
は
新

興
国
の
労
働
者
と
間
接
的
、
あ
る
い
は
直

接
的
に
競
合
す
る
よ
う
に
な
り
、
新
興
国

で
は
労
働
賃
金
の
上
昇
、
先
進
国
で
は
逆

に
抑
制
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
経
済

学
で
言
う
要
素
所
得

（
こ
の
場
合
は

労
働
所
得
）
の
均
等
化
作
用
が
強
く

働
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す

ワ

０

。

外
国
語

（主
に
英
語
）
と
情
報
通

信
技
術

（Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
使
い
こ
な
し
、

グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済

。
金
融
市

場
に
適
応
し
た
先
進
国
の
高
学
歴
労

働
者
の

一
部
は
所
得
を
伸
ば
す

一
方

で
、
ロ
ー
カ
ル
な
労
働
者
と
の
間
で

の
所
得
格
差
の
拡
大
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
先
進
国
内
部
で
の
経
済

格
差
の
拡
大
は
、
実
は
か
な
り
前
か

ら
予
見
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
。

例
え
ば
、
筆
者
自
身
が
２
０
０
２
年

の
著
作
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
外

国
で
経
営

。
管
理
に
従
事
す
る
国
際
的
な

経
営
職
階
、
あ
る
い
は
海
外
で
技
術
指
導

や
開
発
に
従
事
す
る
専
門
職
階
と
し
て
、

資
本
の
移
動
性
に
適
応
す
る
人
材
層
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
材
二
雇
用

者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
少
数
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
ス
キ
ル
と
知
識
、
希
少
性
の
故

に
高
額
所
得
層
と
な
り
、
し
か
も
働
く
現

地
の

一
般
的
給
与
水
準
と
は
別
の
国
際
標

準
的
な
給
与
相
場
水
準
を
形
成
し
つ
つ
あ

ワ〈υ。一
方
、
製
造
業
の
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
代

表
さ
れ
る
労
働
に
つ
い
て
は
、
貿
易
の
み

な
ら
ず
直
接
投
資
に
よ
る
資
本
移
動
が
飛

躍
的
に
活
発
化
し
た
環
境
で
は
、
先
進
国

と
途
上
国
の
間
で
労
働

コ
ス
ト

（労
賃
）

平
準
化
の
作
用
が
強
ま
る
。
し
た
が
っ
て

先
進
国
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
楽

観
的
な
見
通
し
は
立
た
な
い
。
つ
ま
り
、

海
外

へ
の
生
産
シ
フ
ト
と
技
術
移
転
が
途

上
国
の
労
働
に
よ
る
代
替
圧
力
を
強
め
る

結
果
、
先
進
国
に
お
い
て
は
趨
勢
的
な
労

賃
水
準
の
抑
制
が
働
こ
う
」

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
カ
ー
ブ
に
示
さ
れ
る
世

界
的
な
所
得
階
層
の
変
化
は
、
既
存
先
進

国
と
新
興
国
と
の
平
均
的
な
所
得
格
差
を

縮
小
し
た
。
そ
の

一
方
で
先
進
国
内
部
で

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
適

応
し
、
そ
の
資
産
運
用
に
つ
い
て
も
国
際

的
な
リ
ス
ク
分
散
投
資
か
ら
恩
恵
を
受
け

る
高
所
得
層
と
、
企
業
の
新
興
国
や
途
上

国

へ
の
移
転
で
製
造
業
が
空
洞
化
す
る
中
、

ロ
ー
カ
ル
な
労
働
力
に
と
ど
ま
る
中
下
位

の
所
得
層
の
間
の
格
差
が
拡
大
し
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

Ｉ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
の
技
術
革
新
と
経
済
格
差

も
う

一
つ
の
格
差
拡
大
要
因

は
、

１
９
９
０
年
代
以
降
の
情
報
通
信
か
ら
近

年
の
人
工
知
能

（Ａ
Ｉ
）
に
代
表
さ
れ
る

技
術
革
新
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も

既
に
多
く
の
文
献
が
あ
る
が
、　
一
般
書
で

一
つ
挙
げ
る
と
、
タ
イ
ラ
ー

・
コ
ー
エ
ン

著
の

「大
格
差

（＞
お
い出
の
デ

ｏ
く
Ｒ
ご

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
２
０
１
４
年
）
だ
。

同
書
の
主
た
る
内
容
は
、
情
報
技
術
革

命
、
と
り
わ
け
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
発
達
が
所

得
格
差
の

一
層
の
拡
大
を
も
た
ら
す
と
い

う
技
術
革
新
に
よ
る
経
済
格
差
論
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
従
来
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
中
間

所
得
層
の
業
務
分
野
で
は
機
械
に
よ
る
代

替
が
進
む
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
中

間
所
得
層
は
、
低
賃
金
の
現
場
労
働
者
と

高
付
加
価
値
の
知
的
創
造
的
労
働
者
に
二

極
化
し
て
い
く
。

Ａ
Ｉ
の
急
速
な
発
達
で
、
医
師
や
法
律

(図表〉エレフアントカープ

70   80  90 951002   10   20   30   40   50   60

全世界の所得分位

(出所)ブランコ・ミラノビッチ2017

202042[木 ]金 融財政ビジネス 第3種郵便物認可



家
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
な
ど
の
業
務
領
域
も

機
械
的
な
処
理
に
な
じ
む
業
務
か
ら
次
第

に
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
技
術

環
境
の
中
で
、
優
位
に
立
ち
高
所
得
を
享

受
で
き
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
の
機
能
を
フ
ル
に

活
用
し
な
が
ら
そ
れ
と
協
業
で
き
る
業
務

ク
ラ
ス
の
人
材
で
あ
る
と
い
う
内
容
だ
。

こ
れ
は
、
今
日
で
は
も
は
や
コ
ン
セ
ン
サ

ス
と
言
え
る
見
解
だ
ろ
う
。

コ
ー
エ
ン
に
よ
る
と
、
前
述
し
た
技
術

革
新
の
波
は
人
口
の
１０
～
１５
％
の
人
々
に

ま
す
ま
す
経
済
的
な
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
、

そ
れ
以
外
の
人
々
の
所
得
は
頭
打
ち
、
あ

る
い
は
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。

つ
ま
り
、
二
極
化
は
１
％
対
９９
％
で
は
な

く
、
‐５
％
対
８５
％
だ
と
い
う
ｏ

も
ち
ろ
ん
、
機
械
に
よ
る
労
働
の
代
替

も
複
数
の
発
展
段
階
が
あ
る
。
例
え
ば
、

銀
行
業
務
に
つ
い
て
言
う
と
１
９
７
０
年

代

か
ら

８０
年
代

の
現
金
自
動
預
払
機

（Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
普
及
、
さ
ら
に
９０
年
代
後

半
以
降
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
は
銀

行
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
テ
ラ
ー
と
そ
の
後

方
事
務
作
業
に
従
事
す
る
一屋
用
を
減
少
さ

せ
た
。
近
年
で
は
、
比
較
的
専
門
性
が
高

い
業
務
で
あ
っ
た
与
信
審
査
業
務
な
ど
も

Ａ
Ｉ
で
代
替
さ
れ
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

実
際
、
中
所
得
層
を
成
す
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
労
働
の
機
械
に
よ
る
代
替
は
、
Ｉ
Ｔ

革
命
の
初
期
で
あ
る
９０
年
代
に
顕
著
に
な

り
、
９０
年
代
前
半
の
米
国
の
景
気
回
復
期

に
は
従
来
の
回
復
期
よ
り
雇
用
の
増
加
が

遅
く
ぃこ
ｏ
σ
】①
路

お
８
く
①
『ヽ

と
呼
ば
れ
た
。

２
０
０
１
年
の
景
気
後
退
か
ら
の
回
復
期

は

さ

ら

二

屋
用

の
増

加

が

小

さ

く

ご
Ｏ
σ
一〇
脇

『８
０
く
①
『ヽ

と
呼
ば
れ
た
。

米

政

治

史

上

最

大

の
謎

し
か
し
、
経
済
格
差
は
そ
れ
が
ス
ト
レ

ー
ト
に
政
治
に
反
映
さ
れ
る
な
ら
ば
、　
一

部
の
富
裕
層
や
超
富
裕
層
と
そ
れ
以
外
の

多
数
派
の
対
立
を
生
む
は
ず
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
そ
う
は
な
ら
ず
に
、
米
国
で
は
中

道
的
な
意
見
層
が
減
少
し
、
左
右
二
極
化

の
形
で
ほ
ぼ
五
分
五
分
の
分
断
が
生
じ
て

い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
米
国
の
リ
ベ
ラ
ル

派
を
代
表
す
る
経
済
学
者
で
あ
る
ポ
ー

ル

・
ク
ル
ー
グ

マ
ン
の
主
張
が
、
そ
の
著

作

「
格

差

は

つ

く

ら

れ

た

つ
汀

ｏ
ｏ
“
Ｘ
」①
５
ｏ
①
亀

”
ｒ
ど
の
お
】）
」
（
早

川

董
房
、
２
０
０
８
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
ク
ル
ー
グ

マ
ン
に
と
っ
て
米
国
の

現
代
政
治
史
上
の
最
大
の
謎
は
、
共
和
党

が
そ
の
富
裕
層
と
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
優
先

の
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
衆
的
な
支

持
を
、
し
か
も
全
く
富
裕
で
は
な
い
層
の

支
持
ま
で
獲
得
、
維
持
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
き
た
こ
と
だ
。

ク
ル
ー
グ

マ
ン
が
共
和
党
の
富
裕
層
優

先
の
政
策
と
し
て
批
判
す
る
の
は
、
例
え

ば
１
９
８
０
年
代

の
レ
ー
ガ

ン
政
権
や

２
０
０
０
年
代
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
る

富
裕
層
優
遇
の
大
減
税
や
所
得
税
の
累
進

税
率
の
フ
ラ
ッ
ト
化

（あ
る
い
は
事
実
上

の
逆
転
）
で
あ
る
。
こ
の
点
は
筆
者
も
完

全
に
同
意
で
き
る
。
そ
し
て
共
和
党
が
そ

う
し
た
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
の

大
衆
的
支
持
、
富
裕
で
も
な
い
草
の
根
保

守
層
の
支
持
を
維
持
し
て
こ
ら
れ
た
理
由

を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

共
和
党
は
１
９
８
０
年
代
に
レ
ー
ガ
ン

政
権
の
下
で
、
累
進
税
率
の
フ
ラ
ッ
ト
化

な
ど
所
得
格
差
の
拡
大
に
つ
な
が
る
政
策

を
進
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
時
に

一
般
大

衆
の
感
情
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
二
つ
の
こ
と

を
見
い
だ
し
、
広
い
大
衆
支
持
基
盤
を
掘

り
起
こ
す
こ
と
に
共
和
党
は
成
功
し
た
と

い
う
。
そ
の
二
つ
と
は
自
人
の
黒
人
解
放

運
動
に
対
す
る
反
発
と
、
共
産
主
義
に
対

す
る
被
害
妄
想
で
あ
る
。

共
和
党
は
、
こ
の
二
つ
の
大
衆
的
な
情

念
を
巧
み
に
利
用
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

通
じ
て
、
そ
の
富
裕
層
優
先
の
経
済
政
策

か
ら
大
衆
有
権
者
の
目
を
そ
ら
す
こ
と
に

成
功
し
た
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
主

張
に
は
、
筆
者
は
十
分
に
合
点
が
い
か
な

例
え
ば
、
黒
人
の
公
民
権
運
動
が
勃
興

し
た
６０
年
代
に
は
、
人
種
差
別
的
な
感
覚

か
ら
そ
れ
に
反
発
す
る
自
人
層
が
低
所
得

者
層
に
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
民
主
党
は

公
民
権
運
動
を
支
持
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な
立

場
を
採

っ
た
。
南
部
の
諸
州
は
伝
統
的
に

は
民
主
党
の
支
持
基
盤
が
強
い
地
域
だ
っ

た
が
、
こ
れ
を
機
に
南
部
の
中

・
低
所
得

層
の
自
人
（従
来
の
民
主
党
の
支
持
層
）
が
、

公
民
権
運
動
に
寛
容
で
は
な
い
共
和
党
の

支
持
に
転
換
す
る
と
い
う
政
治
的
に
大
き

な
変
化
が
生
じ
た
。
こ
れ
は
米
国
政
治
史

の
常
識
だ
。

し
か
し
、
そ
の
変
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

６０
年
代
が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
７０
年
代
ま
で

影
響
が
持
続
し
た
と
し
て
も
、
８０
年
代
以

降
の
今
日
ま
で
保
守
派
の
政
治
的
な
武
器

と
し
て
強
い
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
考

え
る
の
は
、
か
な
り
無
理
が
あ
る
。
何
し

ろ
、
今
や
黒
人
が
大
統
領
に
な
っ
た
時
代

な
の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の

「共
産
主
義
に
対
す
る
被

害
妄
想
を
共
和
党
が
利
用
し
た
」
に
つ
い

て
は
、
確
か
に
８０
年
代
に
は
レ
ー
ガ
ン
大

統
領
が
ソ
連
を
「悪
の
帝
国
」
と
呼
び
、
「
ソ

連
を
圧
倒
す
る
軍
事
力
を
築
く
」
と
い
う

扇
動
が
大
衆
に
も
あ
る
程
度
の
効
果
を
持

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ソ
連
は
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９‐
年
に
は
崩
壊
し
、
米
国
を
脅
か
す
超
大

国
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
２
０
１
０
年
代
以
降
の
今
日

ま
で
共
和
党
が
大
衆
的
な
支
持
基
盤
を
維

持
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
ク
ル
ー
グ

マ

ン
の
説
で
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
だ
ろ

＞い′′。実
際
の
と
こ
ろ
、
米
国
で
保
守
主
義
の

力
が
最
も
強
い
の
は
、
所
得
水
準
と
教
育

水
準
が
低
く
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
者
の

割
合
が
最
も
多
く
、
経
済
状
況
が
厳
し
い

地
域
で
あ
る
。　
一
方
、
最
も
リ
ベ
ラ
ル
な

の
は
、
高
所
得
の
専
門
職
が
多
い
都
市
部

や
都
市
郊
外
の
住
宅
地
だ
。
経
済
格
差
が

拡
大
す
る
中
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
構
図

で
政
治
的
な
分
断
が
深
ま
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

大
衆
は
見
え
や
す
い
敵
を
求
め
る

筆
者
の
見
解
を
述
べ
よ
う
。
米
国
に
お

け
る
経
済
格
差
の
拡
大
へ
の
不
満
は
、　
一

部
の
富
裕
層
対
多
数
の
非
富
裕
層
の
政
治

的
対
立
、
す
な
わ
ち
保
守
対
リ
ベ
ラ
ル
の

対
立
で
後
者
へ
の
支
持
の
増
大
に
は
つ
な

が
っ
て
い
な
い
。
増
大
す
る
不
満
層
は
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
保
守
と
同
様
に
ポ
ピ
ュ

リ
ス
ト
的
な
左
派
に
二
極
化
し
、
そ
の
分

断
を
深
め
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
の
最
大
の
理
由
は
、
不
満
を
抱
え
る

人
々
は
自
分
ら
の
苦
境
の
原
因
を
見
え
や

す
い

「敵
」
に
求
め
る
と
い
う
人
間
の
性

向
を
考
え
る
と
読
み
解
け
る
。
保
守
層
に

顕
著
な
思
考

。
価
値
観
の
傾
向
は
、
物
事

を

「自
国
対
外
国

（内
対
外
と

の
対
立

軸
で
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

彼
ら
の
目
に
見
え
る

「敵
」
と
は
、
低
賃

金
で
働
く
外
国
か
ら
の
移
民
の
増
加
で
あ

り
、
あ
る
い
は
先
進
国

へ
の
輸
出
を
急
増

さ
せ
た
中
国
を
筆
頭
と
す
る
新
興
諸
国
で

あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
見
抜
い
て
保
守

系
不
満
層
の
代
弁
者
と
し
て
台
頭
し
た
の

が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
だ
。

こ
う
し
て
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
技

術
革
新
の
波
の
中
で
、
経
済
的
な
繁
栄
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
不
満
に
思

う
ロ
ー
カ
ル
な
労
働
者
層
は
、
従
来
の
伝

統
的
な
保
守
か
ら
よ
り
排
外
的
な
保
守
層

に
転
じ
る
人
々
が
増
え
た
の
だ
。

一
方
、
リ
ベ
ラ
ル
支
持
層
は
物
事
を
「権

力
対
抑
圧
さ
れ
た
大
衆
」
と
い
う
垂
直
の

対
立
軸
で
考
え
る
傾
向
が
強
い
。
彼
ら
に

と
っ
て

「見
え
や
す
い
敵
」
は
超
富
裕
層

と
そ
れ
に
支
配
さ
れ
た
政
治
権
力
で
あ
る
。

所
得
格
差
の
拡
大
に
不
満
を
募
ら
せ
る
リ

ベ
ラ
ル
層
は
、
従
来
の
穏
健
な
リ
ベ
ラ
ル

路
線
や
そ
の
指
導
者
に
飽
き
足
ら
ず
、
そ

れ
を
見
限
っ
て
よ
り
急
進
化
す
る
。
そ
う

し
た
人
々
が
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
大
統

領
選
の
民
主
党
候
補
指
名
争
い
で
も
、
党

内
最
左
派
の
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員

へ
の

支
持
に
傾
斜
し
て
い
る
の
だ
。

こ
う
し
た
事
情
に
加
え
、
米
国
で
は
２０

世
紀
の
末
以
降
、
非
白
人
人
口

（黒
人
、

中
南
米
系
、
ア
ジ
ア
系
な
ど
）
が
増
え
て

お
り
、
と
り
わ
け
ラ
テ
ィ
ー
ノ

（中
南
米

系
）
と
呼
ば
れ
る
ス
ペ
イ
ン
語
を
母
語
に

す
る
層
の
出
生
率
が
高
い
。
そ
の
結
果
、

２‐
世
紀
の
中
ご
ろ
ま
で
に
は
人
口
に
占
め

る
自
人
比
率
は
５０
％
を
割
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。
要
す
る
に
自
人
労
働
者
ク
ラ
ス

に
は
、
拡
大
す
る
経
済
格
差
の
中
で
取
り

残
さ
れ
る
と
同
時
に
、
自
分
が
暮
ら
す
社

会
で
白
人
を
主
流
と
し
た
民
族
的
な
ア
イ

デ
ン
テ
イ
テ
イ
ー
が
掘
り
崩
さ
れ
て
い
る

と
い
う
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
々
が
多
い

の
だ
。

た
だ
し
、
こ
の
点
で
も
リ
ベ
ラ
ル
派
と

保
守
派
は
反
応
が
異
な
る
。
リ
ベ
ラ
ル
派

支
持
の
傾
向
が
強
い
非
白
人
系
の
人
々
が

こ
う
し
た
変
化
に
親
和
的
で
あ
る
の
は
当

然
と
し
て
、
総
じ
て
都
市
に
住
む
高
学
歴

の
リ
ベ
ラ
ル
派
白
人
は
多
民
族
的
な
社
会

変
化
に
寛
容
だ
。　
一
方
、
内
陸
部
で
キ
リ

ス
ト
教
的
な
伝
統
が
強
い
地
域
で
暮
ら
す

白
人
層
は
、
そ
う
し
た
変
化
に
は
総
じ
て

不
寛
容
で
強
い
抵
抗
感
を
示
す
。

ま
と
め
る
と
、
経
済
格
差
の
問
題
に
対

す
る
リ
ベ
ラ
ル
と
保
守
の
思
考
パ
タ
ー
ン

の
違
い
に
、
自
人
が
少
数
化
す
る
と
い
う

多
民
族

。
多
文
化
的
な
社
会
変
化

へ
の
寛

容
度
の
違
い
が
重
な
り
、
リ
ベ
ラ
ル
と
保

守
の
間
の
分
断
が
深
刻
化
し
て
い
る
の
だ

と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

困
っ
た
こ
と
に
、
こ
う
し
た
左
右
の
政

治
的
分
断
の
深
刻
化
は
民
主
主
義
の
不
全

と
危
機
に
も

つ
な
が
る
。
民
主
主
義
と
い

う
も
の
は
、
常
に
何
か
し
ら
の
対
立
す
る

意
見
や
利
害
の
調
整

・
妥
協
の
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
。
調
整

・
妥
協
を
可
能
な
ら
し
め
、

社
会
全
体
の

一
体
感
を
形
成
す
る
の
は
多

く
の
場
合
、
中
道
的
な
意
見
層
で
あ
る
。

そ
の
中
道
層
が
細

っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、

調
整

・
妥
協
が
機
能
し
な
く
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
だ
。

求
め
ら
れ
る
の
は
、
技
術
革
新
と
経
済

の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
を
維
持
、
増
進

し
な
が
ら
、
所
得
格
差
の
拡
大
を
緩
和
し
、

排
外
的
、
保
護
主
義
的
に
な
ら
な
い
で
済

む
包
括
的
な
処
方
箋
で
あ
る
。
か
つ
て
は

資
本
主
義
に
対
す
る
代
替
、
あ
る
い
は
競

合
シ
ス
テ
ム
と
し
て
社
会
主
義
的
な
計
画

経
済
が
存
在
し
た
が
、
ソ
連
、
中
国
、
東

欧
全
て
の
国
で
あ
る
程
度
の
産
業
的
な
発

展
を
実
現
し
た
後
、
行
き
詰
ま
り
、
終
焉

し
た
。
社
会
主
義

へ
の
回
帰
は
選
択
肢
に

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
米
国
の
み
な
ら
ず
、
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新
型
コ
ロ
ナ
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち

非
常
時
に
は
誰
で
も
余
裕
が
失
わ
れ
る
。

ま
し
て
や
、
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
問
題
と
も
な
れ
ば
、
冷
静
さ
も
保
ち

づ
ら
い
。
よ
っ
て
、
マ
ス
ク
に
始
ま
っ
て
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、

さ
ら
に
は
食
料
に
至
る
ま
で
買
い
あ
さ
る

よ
う
な
行
動
が
広
が
っ
て
し
ま
う
。
頭
の

中
に
は
、
誰
よ
り
も
早
く
モ
ノ
を
確
保
し

た
い
欲
望
と
、
そ
の
よ
う
な
行
動
に
対
す

る
怒
り
が
交
錯
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以

外
の
こ
と
に
対
す
る
関
心
が
極
端
に
薄
れ

て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
。
困
っ
た
こ
と
に
、

人
間
と
は
そ
う
い
う
生
き
物
な
の
だ
。

同
様
の
こ
と
が
財
政
問
題
に
も
当
て
は

ま
る
。
国
家
財
政
が
危
機
に
瀕
す
る
と
、

税
や
社
会
保
障
な
ど
の
国
民
負
担
が
増
し

て
く
る
。
そ
の
怒
り
は
納
め
た
税
や
社
会

保
障
費
の
使
わ
れ
方
に
向
か
う
。
「な
ぜ
、

私
が
納
め
た
税
や
社
会
保
障
費
が
社
会
的

弱
者
と
い
う
人
た
ち
に
多
く
使
わ
れ
る
の

か
」
「
そ
ん
な
人
た
ち
は
働
い
て
稼
げ
ば

よ
い
」
。
こ
ん
な
発
言
が
巻
に
あ
ふ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
社
会
保
障
の
見

直
し
が
誘
発
さ
れ
て
、
弱
者
切
り
捨
て
が

起
き
る
。

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
氏
の

「子
ど
も
た

ち
の
階
級
闘
争
　
ブ
ロ
ー
ク
ン
・
ブ
リ
テ

ン
の
無
料
託
児
所
か
ら
」
（み
す
ず
書
房
）

は
、
ま
さ
に
そ
の
構
図
を
描
き
出
し
て
い

る
。
２
０
１
０
年
当
時
、
英
国
は
社
会
保

障
の
充
実
化
を
図
っ
て
き
た
労
働
党
政
権

が
敗
れ
て
、
保
守
党
政
権
が
誕
生
し
た
。

新
政
権
は
、
中
産
階
級
以
上
の
国
民
た
ち

が
怒
り
と
と
も
に
発
し
た

「な
ぜ
、
弱
者

対
策
な
の
か
」
と
い
う
主
張
を
取
り
入
れ

て
、
社
会
保
障
を
次
々
に
カ
ッ
ト
し
て
い

く
。
よ
っ
て
、
財
政
は
徐
々
に
改
善
し
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
貧
困
層
の
子
ど
も
た

ち
の
面
倒
を
見
る
無
料
託
児
所
も
予
算
カ

ッ
ト
か
ら
閉
鎖
さ
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は

行
き
場
を
失
っ
て
い
っ
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
問
題
が

深
刻
化
し
て
き
た
某
日
、
東
京
を
中
心
に

「子
ど
も
の
貧
困
問
題
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
人
た
ち
と
会

っ
た
。

彼
ら
は
生
活
、
教
育
な
ど
の
支
援
を
行

っ

て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

を
受
け
て
、
支
援
施
設
を
借
り
る
こ
と
が

次
第
に
困
難
に
な
っ
て
き
た
と
顔
を
曇
ら

せ
て
い
た
。

そ
の
話
を
伝
え
る
と

「学
校
も
閉
鎖
し

て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
」

と
い
う
人
も
い
る
。
そ
の
人
に
と
っ
て
、

こ
れ
は
正
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
支
援
施

設
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
受
け
る
機
会

が
失
わ
れ
か
ね
な
い
。

危
機
は
突
然
や
っ
て
来
る
。
財
政
危
機

も
そ
う
で
あ
る
。
ジ
ワ
ジ
ワ
と
悪
化
し
て

い
く
中
で
、
そ
れ
が
突
然
、
危
機
に
変
わ

る
日
が
訪
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
非
常
時

に
特
有
の
社
会
模
様
が
強
ま
っ
て
く
る
。

誰
で
も
余
裕
が
失
わ
れ
る
。
周
囲
に
は
目

が
向
か
ず
、
欲
望
と
怒
り
が
高
ま
っ
て
く

る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
残
念
な
が
ら

困
っ
た
こ
と
に
人
間
と
は
そ
う
い
う
生
き

物
な
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
危
機
で
は
な

い
平
常
で
人
間
が
優
し
さ
を
維
持
で
き
る

と
き
に
、
社
会
的
な
弱
者
が
救
わ
れ
る
社

会
を
き
ち
ん
と
構
築
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
中
で
も
、
格
差
拡
大
の
犠
牲
に
な
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
は
未
来
の
た
め
に
も
大
切
で
あ

２つ
。再
度
繰
り
返
す
。
残
念
な
が
ら
人
間
は

そ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
生
き
物
で
は
な
い
。

余
裕
が
あ
り
、
善
意
を
保
て
る
と
き
に
こ

そ
揺
る
ぎ
の
な
い
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
。
早
く
、
そ
の
状
況
に
戻
り
た
い
。

日
本
を
含
む
現
代
の
先
進
国
が
共
通
に
直

面
し
て
い
る
課
題
で
も
あ
る
。

引
用
文
献

（引
用
順
）

「
①
ぞく
”
①
∽
①
”
「
Ｏ
ｒ

Ｏ
①
●
一①
゛
＾
「
〇
目
●
０
０
申

Ｈい
Ｑ
①
ｏ
①
い
Ｏ
①
●
〔望

“く
，
ｏ

日
ｒ
の
く

＞
『
①
，

ぞ
ど「ｒ
”
〔
↓
，
①
く
日
ｒ
一●
澪
．）Ｎ
ｏ
【
０

ブ
ラ
ン
コ
・
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ

（ω
８
●
Ｆ
ｏ

〓
お
い
ｏ
く
いｅ

著

「大
不
平
等

６
【ｏ
げ
出

Ｆ
①
ρ
ｃ
”
Ｆ
じ
」
立
木
勝
訳
、
み
す
ず
書
房
、

２
０
１
７
年

東
京
三
菱
銀
行
調
査
室
編

「米
国
経
済

の
真
実
」
東
洋
経
済
新
報
社
、
２
０
０
２

年
、
竹
中
正
治

「終
章
～
米
国
を
基
点
と

し
た
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
検
証
～
」

タ

イ

ラ

ー

・
コ
ー

エ

ン

（
Ｅ

Ｑ

ｏ
ｏ
〓
８
）
著

「
大
格
差

¨
機
械
の
知
能

は
仕
事

と
所
得

を

ど
う
変

え

る
か

，
お
お
器

房
ｏ
お
『）
」
池
村
千
秋
訳
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
２
０
１
４
年

ポ
ー
ル
・
ク
ル
ー
グ

マ
ン

（「
“
Ｌ

”
・

バ
ご
∞
ヨ
”
じ

著

「格
差
は
つ
く
ら
れ
た

（哺
Ｆ
①
Ｏ
Ｏ
い
∽ｏ
いの
い
の
①
Ｏ
「
”
ｒ
いσ
①
『”
じ
」

三
上
義

一
訳
、
早
川
書
房
、
２
０
０
８
年
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